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ミシュラン
エコプロダクト
セミナー 澤田 征二

　5 月 23 日～ 26 日に亘って東京ビッグサイト
で催されていた『NEW 環境展』、ここに出展し
ていた日本ミシュランタイヤが 23 日に「601 会
議室」でプレス向けに新しく投入する新製品のセ
ミナーを開催、参加してきた。
　重要な大型トラック向け製品なので取り上げて
おきたい。

　実は、乗用車から派生したトラックが大型化す
るにあたって、大きくなる積載荷重を支える後軸
にダブルタイヤを装着するように提案したのがミ
シュランタイヤだったという因縁が面白い。真逆
の提案になるから！
　このダブル→シングル化については、セミトレー
ラのアクスル等で既に一部採用されている。生
産台数が少ないトレーラの場合は基本的にその構
造がシンプルなので、大きな開発投資が要らな
い、ユーザがメリットを理解して認めればその対
価を請求して Go！ をかけられる。
　しかし、 大量に生産されている大型トラック
シャシは派生する機種も多く、採用するとなると
全体のコスト／メリットや安全性・生産性・現行
機種との整合性と言った多くの検討項目が発生
する。
　ミシュランは「エコ」の部分も含めて明らかな利
点があると決断し、そのデメリットをカバーする
方策を提案して進めていくことにした。
　近々モデルチェンジされる三菱ふそうトラック
の一部に採用されるとの事。

☆そのデメリットの最大の件は、
　スペアタイヤについてである。

　前軸（ステアリングアクスル）は一般的な、幅：
295 サイズだから今迄通りスペアタイヤの装着

☆「XOne」

　これは大型トラックの後軸に用いられているダ
ブルタイヤをシングルで代用しようというもの。
自動車産業にとって部品点数が減る事は非常に
判り易いメリットを生み出す。

が必要、ここに更にホイル付きで重量：120㎏
を超えるスペアタイヤを車両に取り付ける事はス
ペース的にもいざという時のドライバーの作業能
力からいっても対処することは困難。
　タイヤのパンクなどの重大なトラブルについ
ては、 予め空気圧やタイヤ温度と言った基本
データの他、 複数の車両情報をクラウドを使っ
て一括管理し、ミシュランレスキュー・ネットワー
クと連携してトラブル時に敏速な対応を用意す
ることによってこの問題をクリアーするバック
アップシステムを構築することで対応すること
とした。

☆なお、このタイヤの許容設計荷重は
　5トン仕様でスタートする。

　一般的に、車両法規で決められている 1 軸当
たりの最大許容荷重は 10トン。
　だから、タイヤ 1 本あたり5トンという諸元は
圧倒的に大きいマーケットである Rigid（単一車
両）車向けでは OK だが、4×2 のトラクタの駆
動軸は 11.5トンまで許容されるから、許容荷重
不足で採用されないことになる。
　勿論、判っている事なので近々追ってライン
アップに加えられる。まず、基本仕様を完全なも
のとして受け入れられてから派生種を手掛けるの
がメーカーの王道という事だろう。


